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を
進
め
て
い
て
、
統
合
中
学
校
が

出
来
れ
ば
、
そ
の
後
、
鹿
島
地
区

の
小
学
校
の
統
合
に
入
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

統
合
中
学
校
の
建
設
に

つ
い
て

昨
年
度
い
た
だ
い
た
答
申

の
内
容
は
、
中
学
校
に
つ

い
て
は
、
新
た
な
場
所
で
統
合
中

学
校
を
建
設
す
る
と
い
う
も
の
で

し
た
。

町
で
は
こ
の
答
申
に
基
づ
き
、

作
業
を
進
め
て
い
て
、
現
在
、
統

合
中
学
校
建
設
委
員
会
で
ど
の
よ

う
な
中
学
校
に
す
る
か
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

経
費
は
年
間
ど
れ
く
ら
い

か
か
っ
て
い
る
の
か

町
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
は
３
区
間
走
っ
て
い

て
、
約
３
千
２
０
０
万
円
で
運
行

し
て
い
ま
す
。

信
号
機
の
設
置
に

つ
い
て

信
号
機
に
つ
い
て
は
、
町

か
ら
七
尾
警
察
署
に
数
基

要
望
し
て
い
ま
す
が
、
設
置
に
は

至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

再
度
、
お
願
い
し
ま
す
が
、
予

算
や
優
先
度
の
関
係
な
ど
も
あ
る

の
で
、
い
ま
し
ば
ら
く
お
待
ち
く

だ
さ
い
。

町
道
の
修
繕
に

つ
い
て

町
道
で
路
肩
の
損
壊
箇
所

や
舗
装
の
修
繕
箇
所
な
ど

を
見
つ
け
ら
れ
た
ら
、
早
急
に
土

木
建
設
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。早

急
に
対
応
し
ま
す
。

能
登
半
島
地
震
の
災
害

義
援
金
、
被
害
状
況
に

つ
い
て

義
援
金
の
配
分
は
、
５
万

円
以
上
の
被
害
（
全
壊
、

大
規
模
半
壊
、
半
壊
、
一
部
損
壊
）

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
住
家
を
対
象

と
し
て
い
て
、
申
請
さ
れ
た
方
に

一
部
損
壊
で
県
分
１
万
５
千
円
、

町
分
１
千
８
０
０
円
が
配
分
さ
れ

ま
し
た
。

被
害
状
況
に
つ
い
て
は
、
全
壊

３
棟
、
大
規
模
半
壊
２
棟
、
半
壊

５
棟
と
な
っ
て
い
ま
す
。

乳
幼
児
健
診
に

日
曜
日
や
予
約
制
度
を

導
入
し
て
欲
し
い

小
児
科
医
は
、
人
数
が
少

な
く
、
多
忙
で
、
医
師
を

確
保
す
る
こ
と
が
困
難
な
た
め
、

現
在
は
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

加
入
状
況
は

６
月
末
現
在
、
１，

１

３
１
件
の
加
入
申
し
込
み

が
あ
り
、
加
入
率
は
町
全
体
で
約

20
％
で
す
。

現
在
４
１
８
世
帯
が
放
送
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
受
け
て
い
ま
す
。

今
後
の
上
下
水
道

料
金
に
つ
い
て

合
併
し
た
時
の
水
道
料
金

は
、
一
番
安
い
旧
鳥
屋
町

に
合
わ
せ
、
消
費
税
抜
き
で
１
ｔ

当
た
り
１
３
０
円
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
が
、
将
来
は
厳
し
く

な
る
と
い
う
こ
と
は
予
測
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

下
水
道
に
つ
い
て
も
、
維
持
管

理
を
す
る
の
に
大
変
な
経
費
が
掛

か
り
、
使
用
料
で
維
持
管
理
費
を

ま
か
な
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

一
度
に
料
金
を
上
げ
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
今
後
は
そ
う
い
う

こ
と
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

給
食
費
の
滞
納
金
額
、

滞
納
者
へ
の
指
導
に

つ
い
て

平
成
17
年
度
で
は
、
町
内

の
全
小
中
学
校
で
85
万
３

千
円
の
未
納
額
が
あ
り
、
給
食
費

は
１
年
間
で
約
８
千
万
円
程
で
あ

る
た
め
、
約
１．

０
６
％
が
未
納

と
な
っ
て
い
ま
す
。

指
導
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

方
々
に
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
て

家
庭
訪
問
を
し
た
り
、
過
去
の
分

も
溜
ま
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
返

済
計
画
を
立
て
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
給
食
セ
ン
タ
ー
方
式
を

採
用
し
て
い
る
地
区
で
は
、
校
長

先
生
や
教
頭
先
生
、
担
任
の
先
生

の
お
世
話
に
よ
り
、
毎
月
の
引
き

落
と
し
が
残
高
不
足
で
出
来
な
か

っ
た
場
合
に
は
案
内
を
出
す
と
と

も
に
、
そ
れ
で
も
納
め
ら
れ
な
い

場
合
は
、
学
校
集
金
の
中
に
給
食

費
を
入
れ
て
学
校
の
担
任
に
渡
す

よ
う
な
シ
ス
テ
ム
に
変
更
し
ま
し

た
。鹿

島
地
区
の
小
学
校
の

統
合
に
つ
い
て

昨
年
度
、
町
の
小
学
校
・

中
学
校
の
再
編
に
つ
い
て

検
討
委
員
会
で
慎
重
に
審
議
し
て

い
た
だ
き
、
答
申
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

答
申
の
内
容
は
、
ま
ず
新
し
い

中
学
校
を
建
て
て
統
合
し
、
そ
れ

が
完
成
し
た
後
に
鹿
島
地
区
の
小

学
校
を
一
つ
に
し
よ
う
と
い
う
も

の
で
し
た
。

現
在
、
答
申
に
基
づ
い
て
作
業

７月９日～17日 まちづくり懇談会７月９日～17日 まちづくり懇談会みなさんの質問と提言にお答えしました

町では、まちづく

り懇談会で話し合

われた内容や要望、

意見をしっかりと

調査・検討し、今

後のまちづくりに

いかしていきます。

鹿島地区・鹿西地区で

のまちづくり懇談会

は、日程が決まり次第、

広報などでお知らせし

ます。

第
３
回
目
と
な
る
統
合
中
学

校
建
設
委
員
会
が
、７
月
24
日
、

鹿
西
庁
舎
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
前
回
視
察
し
た
統

合
志
賀
中
学
校
（
志
賀
中
学
校

と
高
浜
中
学
校
が
統
合
）
に
つ

い
て
と
り
ま
と
め
を
行
い
、
各

委
員
か
ら
感
想
や
意
見
を
述
べ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、
教
科
教
室
型
に

つ
い
て
の
意
見
が
多
く
出
さ
れ

ま
し
た
。次回の建設

委員会は…

８月21日（火）
開催予定です。

合中学校

建設委員会

報告

活力ある学校を

統



６
月
26
日
よ
り
29
日
、
今
回
は

北
海
道
の
白
老
町
議
会
、
ま
た
青

森
の
六
ヶ
所
村
原
子
力
燃
料
サ
イ

ク
ル
処
理
施
設
の
視
察
研
修
を
行

い
ま
し
た
。

北
海
道
到
着
の
日
は
、
財
政
再

建
団
体
と
な
っ
た
夕
張
市
に
も
立

ち
寄
り
ま
し
た
。
シ
ャ
ッ
タ
ー
の

降
り
た
町
並
み
は
、
何
と
も
言
え

な
い
物
悲
し
さ
に
包
ま
れ
て
い
ま

し
た
。

翌
日
の
白
老
町
は
議
会
改
革
の

先
駆
的
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
る
町
で
す
。

白
老
町
は
豊
か
な
太
平
洋
、
多

く
の
清
流
、
緑
い
っ
ぱ
い
の
山
々

と
ポ
ロ
ト
の
森
に
囲
ま
れ
た
自
然

あ
ふ
れ
る
町
で
す
。
雪
が
少
な
く

除
雪
車
も
年
３
、
４
回
ほ
ど
出
る

く
ら
い
だ
そ
う
で
す
。
中
能
登
町

と
同
じ
く
ら
い
の
規
模
の
小
さ
な

町
で
す
が
、
か
つ
て
江
戸
幕
府
が

ロ
シ
ア
勢
力
の
南
下
に
備
え
、
仙

台
藩
の
陣
屋
を
置
い
た
北
方
警
備

の
拠
点
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

北
海
道
で
最
も
ア
イ
ヌ
人
口
が
多

く
、
ア
イ
ヌ
文
化
復
興
の
拠
点
と

し
て
全
国
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

白
老
町
議
会
で
は
「
開
か
れ
た

議
会
・
信
頼
さ
れ
る
議
会
」
を
目

指
し
て
、
平
成
10
年
度
よ
り
５
年

ご
と
に
議
会
改
革
の
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
「
第
1
次

議
会
改
革
」
で
は
、
６
項
目
18
件

の
改
革
事
項
が
あ
り
ま
し
た
。

「
議
員
定
数
の
見
直
し
」
は
も
と

よ
り
、
特
に
「
議
員
の
政
策
能
力

向
上
」
で
は
、
議
会
と
し
て
政
策

形
成
過
程
の
段
階
か
ら
各
常
任
委

員
会
が
所
管
事
務
調
査
と
し
て
取

り
上
げ
る
な
ど
積
極
的
に
取
り
組

み
、
ま
た
、
各
議
員
は
各
種
審
議

会
、
委
員
会
を
傍
聴
す
る
な
ど
行

政
課
題
を
先
取
り
す
る
努
力
を
し

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
「
町
民
に
親
し
ま
れ
る

議
会
づ
く
り
」
に
お
い
て
は
『
各

委
員
会
の
地
域
別
開

催
』
『
議
員
の
出
前

ト
ー
ク
』
『
休
日
・

夜
間
議
会
の
実
施
』

な
ど
、
画
期
的
な
改

革
の
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
「
第
２
次
議
会

改
革
」
を
経
て
、
本

年
11
月
か
ら
は
議
員

20
名
か
ら
16
名
の
新

体
制
で
「
第
３
次
議
会
改
革
」
に

取
り
組
む
事
と
し
て
い
ま
す
。

深
い
歴
史
と
文
化
、
神
秘
の
森

と
湖
に
育
ま
れ
た
白
老
町
の
挑
戦

に
、
大
い
に
刺
激
を
受
け
た
視
察

で
し
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
衛
星
カ
ラ
ー
放
送

受
信
料
の
団
体
一
括
支
払

い
割
引
制
度

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
多
チ
ャ
ン

ネ
ル
プ
ラ
ン
を
お
申
し
込
み
さ
れ

た
方
に
つ
い
て
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
衛
星

カ
ラ
ー
放
送
受
信
料
の
団
体
一
括

支
払
い
割
引
制
度
が
あ
り
ま
す
。

団
体
一
括
支
払
い
の
利
用
申
込

書
は
工
事
依
頼
さ
れ
た
町
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
指
定
業
者
が
工
事
時
に

お
渡
し
し
ま
す
。

音
声
告
知
端
末
サ
ー
ビ
ス

に
伴
う
機
器
の
再
設
置
な

ど
は
加
入
者
負
担

既
に
引
込
光
ケ
ー
ブ
ル
、
お
よ

び
音
声
告
知
端
末
サ
ー
ビ
ス
に
伴

う
工
事
が
完
了
し
て
い
て
、
そ
の

後
、
転
居
、
増
改
築
、
建
替
を
す

る
場
合
は
、
引
込
光
ケ
ー
ブ
ル
、

お
よ
び
音
声
告
知
端
末
サ
ー
ビ
ス

に
伴
う
機
器
、宅
内
配
線
の
移
設
、

再
設
置
や
撤
去
さ
れ
る
場
合
の
工

事
費
用
は
、
実
費
加
入
者
負
担
と

な
り
ま
す
。

光
ケ
ー
ブ
ル
や
音
声
告
知
端
末

機
器
等
の
繊
細
な
部
材
の
取
扱
い

は
専
門
の
業
者
で
な
い
と
、
施
工

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
工
事
の
発
注

は
町
の
方
で
手
配
し
ま
す
。
事
前

に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
セ
ン
タ

ー
（
℡
７
６
―

２
４
３
７
）
ま
で

必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
他
の
業

者
に
は
絶
対
に
依
頼
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
放
送
セ
ン
タ
ー

（
℡
７
６
―

２
４
３
７
）
へ

仮
設
電
話
か
ら
、
み
な
さ
ん
の

お
手
持
ち
の
電
話
機
に
接
続
切
り

替
え
を
さ
れ
た
お
宅
（
１
台
の
電

話
機
で
Ｎ
Ｔ
Ｔ
回
線
と
町
内
無
料

電
話
が
通
話
可
能
）
で
、
今
後
新

た
に
民
間
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
な
ど
）
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
さ
れ
る
場
合
は
、
サ
ー
ビ
ス
の

条
件
に
よ
っ
て
は
接
続
で
き
な
い

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
放
送
セ
ン
タ
ー
ま
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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なかのとch
地域の総合情報拠点

■ケーブルテレビに関するお問い合わせは
ケーブルテレビ放送センター
TEL76-2437 FAX76-8080

中能登町議会
行政視察

研修報告

北
海
道
白
老
し
ら
お
い

町

先
駆
的
な
議
会
改
革
を
実
施

〈中能登町開票区〉

当日有権者数　 16,489人
投票者数　 11,468人
投票率（選挙区）69.55％

投票区別投票率
第１投票区　　72.51％

第２投票区　　68.16％

第３投票区　　68.79％

第４投票区　　71.23％

第５投票区　　65.25％

第６投票区　　66.78％

第７投票区　　72.63％

第８投票区　　68.97％

第９投票区　　74.81％

第10投票区　　79.08％

第11投票区　　69.84％

■選挙区（届出順）
矢田　とみろう 6,202票

一川　保夫 4,283票

浜崎　茂 197票

近松　みき子 487票

無効 298票

不足 1票

■比例代表（届出順）

名
　
　
称

政

党

等

名
簿
登
載
者

得
票
総
数

維新政党・新風

社会民主党

公明党

９条ネット

共生新党

日本共産党

国民新党

自由民主党

民主党

新党日本

女性党

8

177

769

12

5

380

126

2,767

2,867

100

53

2

48

283

24

6

33

166

2,356

755

74

13

10

225

1,052

36

11

413

292

5,123

3,622

174

66

白老町議会で議会改革について討議

六ヶ所村原子力燃料サイクル処理施設

※あん分の小数点以下は、切り捨て

利用例
通常
支払

団体
一括
支払

通常
との
差

25,520円 23,100円
2,420円

おトク！

※支払方法は口座振替

平
成
19
年
９
月
30
日
ま
で
に
加

入
申
し
込
み
を
し
、
平
成
19
年
11

月
30
日
ま
で
に
視
聴
開
始
（
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
接
続
完
了
）
さ
れ
た

方
は
特
典
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

①
加
入
金
３
万
１
千
５
０
０
円

が
無
料

②
お
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
プ

ラ
ン
の
月
額
利
用
料
（
１
か

月
分
）
が
無
料

※
工
事
の
依
頼
は
、
必
ず
町
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
指
定
業
者
に
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

放
送
サ
ー
ビ
ス

早
期
加
入
特
典

１
台
の
電
話
機
で
域
内
電
話
と

Ｎ
Ｔ
Ｔ
電
話
を
お
使
い
の
方
へ

Ｎ
Ｔ
Ｔ
電
話
が
発
信
で
き
な
い

時
の
対
処
方
法

告
知
端
末
の
電
源
を
再
度
入
れ
直
し
て
く
だ
さ
い

（
電
源
は
端
末
の
左
後
ろ
側
に
あ
り
ま
す
）

告
知
端
末
の
左
上
の
「
電
源
」
「
接
続
」
「
サ
ー
ビ
ス
」

の
ラ
ン
プ
が
緑
点
灯
し
ま
す

電
話
を
か
け
て
み
て
く
だ
さ
い

電話がかかる

正
常

電
話
が
か
か
ら
な
い

告
知
端
末
の
電
源
を
切
っ
て
電
話
を
か
け
て
く
だ
さ
い

電
話
が
か
か
る

Ｎ
Ｔ
Ｔ
回
線
に
問
題
は
あ
り
ま

せ
ん
。
放
送
セ
ン
タ
ー
（
７
６

―
２
４
３
７
）
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

電
話
が
か
か
ら
な
い

Ｎ
Ｔ
Ｔ
回
線
に
問
題
が
あ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
故

障
係
（
１
１
３
）
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
（
有
料
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
）
。

チャンネル

受信料
12か月
前払い
の場合
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平
成
19
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会

７
月
28
日
〜
８
月
20
日

佐
賀
県
主
会
場

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

金
沢
商
業
高
等
学
校

●
選
手
　
今
井
　
　
茜（
小
田
中
）

卜
部
　
麻
里（
黒
　
氏
）

正
田
　
優
子（
大
　
槻
）

剣
道

羽
咋
高
等
学
校

●
選
手
　
藤
田
　
安
晃（
能
登
部
上
）

守
田
　
昂
史（
良
　
川
）

出
雲
　
俊
也（
末
　
坂
）

山
森
　
亮
輔（
能
登
部
下
）

航
空
第
二
高
等
学
校

●
選
手
　
大
森
　
千
晶（
能
登
部
上
）

陸
上
競
技

羽
咋
高
等
学
校

●
選
手
　
高
山
　
　
遼（
良
　
川
）

登
山

七
尾
東
雲
高
等
学
校

●
選
手
　
藤
井
　
　
崇（
新
　
庄
）

山
本
　
大
樹（
廿
九
日
）

ボ
ー
ト

七
尾
高
等
学
校

●
選
手
　
吉
田
津
日
門（
能
登
部
上
）

中
道
　
優
子（
上
後
山
）

第
18
回
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
大
会

８
月
16
〜
19
日
　
千
葉
県

●
選
手
　
坂
下
　
莉
緒（
良
　
川
）

坂
下
　
莉
紗（
良
　
川
）

吉
田
　
汐
里（
春
　
木
）

石
過
　
真
由（
今
羽
坂
）

今
井
　
梨
央（
高
　
畠
）

大
澤
　
莉
奈（
末
　
坂
）

長
元
　
　
楓（
良
　
川
）

清
酒
　
凪
紗（
春
　
木
）

第
29
回
全
日
本
レ
デ
ィ
ー
ス
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
決
勝
大
会

８
月
22
〜
24
日
　
千
葉
県

●
選
手
　
久
保
　
広
美（
良
　
川
）

第
59
回
中
部
日
本
卓
球
選
手
権
大
会

８
月
25
〜
26
日
　
静
岡
県

男
子
ホ
ー
プ
ス

●
選
手
　
岡
本
　
尚
吾（
黒
　
氏
）

堀
川
　
　
勇（
末
　
坂
）

岡
島
　
宣
治（
一
　
青
）

笹
川
　
士
元（
末
　
坂
）

山
口
　
拓
也（
一
　
青
）

池
田
　
拓
也（
西
馬
場
）

男
子
カ
ブ

●
選
手
　
出
雲
　
卓
斗（
廿
九
日
）

大
森
　
貴
斗（
能
登
部
上
）

女
子
カ
ブ

●
選
手
　
三
野
　
朋
美（
末
　
坂
）

打
越
　
彩
歌（
羽
　
坂
）

笹
川
　
真
子（
末
　
坂
）

堀
川
穂
乃
香（
末
　
坂
）

出
雲
　
美
空（
廿
九
日
）

第
20
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
祭

９
月
22
〜
25
日
　
青
森
県

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

●
選
手
　
橋
本
　
重
保（
徳
　
丸
）

堀
内
　
　
要（
金
　
丸
）

高
崎
孝
治
郎（
金
　
丸
）

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

●
選
手
　
堀
江
　
健
爾（
新
　
庄
）

出
雲
　
　
修（
大
　
槻
）

加
賀
　
博
明（
新
　
庄
）

澤
　
　
賢
造（
良
　
川
）

山
本
　
有
義（
春
　
木
）

梅
澤
　
春
雄（
水
　
白
）

岡
野
　
武
夫（
羽
　
坂
）

年
齢
別
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

●
選
手
　
加
藤
美
和
子（
一
　
青
）

壮
年
ボ
ウ
リ
ン
グ

●
選
手
　
新
江
　
安
文（
水
　
白
）

浦
田
さ
く
ら（
武
　
部
）

第
62
回
国
体
陸
上
競
技
石
川
県
予
選

６
月
21
、
22
日

西
部
緑
地
公
園
陸
上
競
技
場

少
年
男
子
Ｂ
　
３
０
０
０
ｍ

第
２
位
　
小
幡
　
信
二（
良
　
川
）

少
年
男
子
共
通
　
５
０
０
０
ｍ
競
歩

第
２
位
　
船
木
　
知
憲（
二
　
宮
）

少
年
女
子
Ｂ
　
８
０
０
ｍ

第
１
位
　
赤
島
　
　
薫（
金
　
丸
）

平
成
19
年
度
石
川
県
中
学
校
体
育

大
会
陸
上
競
技

７
月
１
日

西
部
緑
地
公
園
陸
上
競
技
場

男
子
共
通
砲
丸
投

第
３
位
　
白
田
　
　
亘（
良
　
川
）

女
子
共
通
１
５
０
０
ｍ

第
４
位
　
広
瀬
　
亜
美（
武
　
部
）

少
林
寺
拳
法
石
川
県
大
会

７
月
15
日
　
押
水
総
合
体
育
館

自
由
組
演
舞
小
学
生
４
級
以
下

最
優
秀
賞

森
正
和
輝
（
黒
氏
）

森
正
拓
海
（
黒
氏
）
組

第
３
回
町
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

７
月
８
日

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と
り
や

経
験
者
の
部

一
般
男
子

第
１
位
　
石
田
　
康
晃（
曽
　
祢
）

川
崎
　
裕
平（
芹
　
川
）

第
２
位
　
山
森
仁
一
朗（
西
馬
場
）

西
野
　
昌
宏（
黒
　
氏
）

第
３
位
　
宮
下
　
竜
一（
小
田
中
）

源
　
　
外
史（
小
田
中
）

〃
　
　
中
　
　
太
志（
二
　
宮
）

毛
利
　
良
徳（
小
田
中
）

一
般
女
子

第
１
位
　
長
元
あ
ず
さ（
良
　
川
）

松
本
　
望
美（
良
　
川
）

第
２
位
　
平
野
み
つ
子（
黒
　
氏
）

祈・健闘！全国大会
全国大会出場選手激励会が、７月20日、社会福祉

センターで行われました。

杉本町長から、全国高校総体などに出場する町の県

代表選手41人に激励費が手渡された後、選手を代表

して、町口智哉くん（全日本卓球選手権大会などに出

場）が、「それぞれの目標に向けて、がんばってきま

す。」と健闘を誓いました。

長
元
　
清
子（
良
　
川
）

第
３
位
　
山
辺
佐
枝
子（
能
登
部
下
）

北
原
　
久
子（
羽
　
坂
）

〃
　
　
谷
内
　
文
香（
高
　
畠
）

加
賀
　
詩
織（
在
　
江
）

初
心
者
の
部

高
学
年

第
１
位
　
長
元
　
　
楓（
良
　
川
）

坂
下
　
莉
紗（
良
　
川
）

第
２
位
　
石
過
　
真
由（
今
羽
坂
）

吉
田
　
汐
里（
春
　
木
）

第
３
位
　
吉
田
　
茂
和（
春
　
木
）

坂
下
　
純
司（
良
　
川
）

低
学
年

第
１
位
　
高
田
真
奈
美（
小
　
竹
）

笹
尾
　
静
江（
瀬
　
戸
）

第
２
位
　
今
井
　
咲
希（
高
　
畠
）

大
澤
　
和
馬（
末
　
坂
）

第
３
位
　
宮
下
こ
こ
ろ（
良
　
川
）

宮
下
　
真
澄（
良
　
川
）

第
42
回
全
能
登
囲
碁
大
会

６
月
24
日

鹿
西
公
民
館

Ａ
ク
ラ
ス
（
４
段
以
上
）

第
１
位
　
小
蔵
　
忠
士（
大
　
槻
）

Ｃ
ク
ラ
ス
（
初
段
以
上
）

第
１
位
　
永
源
　
　
功（
能
登
部
下
）

ソフトバレー
ボール大会
ソフトバレー
ボール大会

テレビでも大活躍!!上方落語の大御所桂三枝の独演会！
創作落語という新境地に意欲的に取り組み、「昭和、平成の古典

として後世に残すために」と活動。伝統の話芸を届けます！

●入場料（全席指定席・消費税込）
大人2,000円、高校生以下1,500円（当日券は各500円増）

※入場券は、カルチャーセンター飛翔で発売中！

従
六
位

瑞
宝
双
光
章

故

神
前
貞
四
郎
さ
ん

（
西
馬
場
）

教
諭
・
教
頭
・
校
長
と
し

て
40
年
余
り
の
永
き
に
わ
た

り
、
教
育
の
進
展
に
尽
く
さ

れ
ま
し
た
。

伝
達
式
で
は
妻
の
可
積
さ

ん
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

石
川
県
町
会
区
長
会
連
合
会
表
彰

知
事
感
謝
状

久
保
　
明
則
（
坪
川
）

卜
部
　
忠
次
（
大
槻
）

敞
田
　
長
利
（
在
江
）

三
野
　
一
夫
（
末
坂
）

会
長
表
彰

北
口
　
良
一
（
徳
前
）

守
山
　
富
夫
（
川
田
）

会
長
感
謝
状

八
十
田
　
直
（
金
丸
）

滝
尾
南
部
地
区
ほ
場
整
備
事
業

滝
尾
南
部
地
区
ほ
場
整
備
事
業
推
進
協
議
会
設
立
総
会

が
、
７
月
２
日
、
鹿
島
庁
舎
で
開
か
れ
ま
し
た
。

小
竹
、
尾
崎
、
水
白
、
久
江
、
お
よ
び
能
登
部
上
の
一
部

約
92
ha
を
受
益
区
域
と
し
て
、
平
成
20
年
度
の
ほ
場
整
備
事

業
（
水
田
の
大
区
画
化
等
）
採
択
を
目
指
し
、
活
動
し
ま
す
。

会
　
長
　
木
幡
　
　
直
（
小
竹
ほ
場
整
備
組
合
長
）

副
会
長
　
福
井
　
広
雄
（
尾
崎
ほ
場
整
備
組
合
長
）

〃
　
　
水
田
　
信
一
（
水
白
ほ
場
整
備
副
組
合
長
）

参
　
与
　
中
田
　
芳
夫
（
中
能
登
農
林
総
合
事
務
所
土
地
改
良
部
長

）

〃
　
　
菅
野
　
広
士
（
同
農
業
振
興
部
長
）

〃
　
　
大
澤
　
豊
昭
（
同
土
地
改
良
部
計
画
課
長
）

〃
　
　
前
川
　
久
義
（
同
土
地
改
良
部
整
備
課
長
）

〃
　
　
大
岡
　
千
一
（
同
農
業
振
興
部
農
業
振
興
課
長
）

〃
　
　
稲
葉
　
清
弘
（
同
農
業
振
興
部
担
い
手
支
援
課
長
）

〃
　
　
西
　
　
憲
吉
（
能
登
わ
か
ば
農
協
営
農
部
長
）

〃
　
　
西
　
　
　
潔
（
能
登
わ
か
ば
農
協
鹿
島
支
店
長
）

〃
　
　
伊
藤
　
憲
司
（
小
竹
区
長
）

〃
　
　
新
江
　
一
男
（
水
白
区
長
）

〃
　
　
表
　
　
辰
祐
（
中
能
登
町
農
林
課
長
）

会
　
計
　
水
田
　
　
彰
（
水
白
ほ
場
整
備
組
合
事
務
局
長
）



●金糸瓜　収穫期：７～８月

かぼちゃの一種で、湯がくと糸状にほ

ぐれ、酢の物など幅広い料理に使用でき、

冷暗所であれば冬場まで保存することも

できます。

●金糸瓜を使った料理レシピ

『金糸瓜のカリカリあんかけ』
＜材料（４人分）＞
・金糸瓜　　1/2個 ・能登白ねぎ　1/2本

・片栗粉　　少々 ・しいたけ　　２枚

・えのき　　1/2袋 ・たけのこ　　1/4個

・にんじん　少々

・だし汁（昆布、かつお）1.5カップ

・Ａ（醤油大さじ２、料理酒小さじ１、みりん大さじ１） ・塩少々

＜作り方＞
①金糸瓜を半分に切り硬めに湯でほぐし、ほぐした金糸瓜を冷水にさらし、水

気を切り片栗粉をつけて、油で直径10㎝くらいに固めてカリカリに揚げる。

②しいたけ・にんじん・たけのこは千切りにし、えのきは根元を３㎝位に切る。

③だし汁を火にかけＡを入れ、味が薄ければ塩で調える。②を入れ火が通った

ら水溶き片栗粉でとろみをつける。

④油で揚げた金糸瓜に③をかけ、白髪ねぎを上に飾る。

能登野菜アイディア料理集より（発行：能登野菜育成七尾鹿島協議会）

●地域の食材を地域で消費しよう

地域で生産された農産物をその地域で消

費しようという「地産地消」（地域生産地域

消費の略語）という考え方。旬の食べ物を

新鮮なうちに食べられることや、農産物の

輸送にかかるエネルギーを削減できるなど

の長所があり全国的に推進されています。

町内でも生産者グループが生産した農産

物（じゃがいも）を学校給食に導入する取り組みが始まっています。

お問い合わせ 中能登町農林課（鹿島庁舎） ℡76－2434
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●大作戦のねらい
地球温暖化を防止していくための国
際的な約束『京都議定書』の達成のた
めに、石川県では、平成22年までに、
平成13年に比べて7.8％の二酸化炭素
が出る量を減らすという目標を立てて
います。
「県民エコライフ大作戦」は、市や町、
企業、各種団体など多くのみなさんと
一緒に身近な地球温暖化の防止に取り
組む活動です。

●大作戦への参加のしかた
取り組みチェックシートが、町や学
校、企業、団体のみなさんに配付され
ています。

9月10日～16日の１週間の間
に１日でも、２日でもできるだけ多く
チャレンジしましょう。
取り組み結果は「取り組みチェック
表」に記入し、学校や企業、団体に提
出してください。

●結果の公表
県が集めた取り組みチェック表を集
計し、１週間でどれだけの二酸化炭素
を減らすことができたかを石川県ホー
ムページなどで公表します。

●お問い合わせ
石川県環境部環境政策課
循環型社会推進室
℡076－225－1462

中能登町内のいろいろな出来
事を紹介するコーナーです。
みなさんの周りの身近な情報
をお知らせください。お待ちし
ています。

連絡先
〒929-1792
中能登町末坂９部46番地
中能登町企画課（鳥屋庁舎）
TEL ７４－２８０６
FAX ７４－１３００
Eメール
kikaku@town.nakanoto.lg.jp

日本全土で地震が多発し、多くの生命・財産が失われていますが、阪
神・淡路大震災（M7.3）による死因の約９割は住宅の倒壊によるもの
で、住宅･建築物の耐震化を早急に図る必要があります。
当町では、７月10日、第１回の中能登町耐震改修促進計画策定委員会
が開かれ、耐震化の現状および目標値設定について話し合われました。
地域防災計画でも想定されている邑知潟地震（M7.0）での住宅全壊

数ゼロを目標に、平成27年度末に耐震化率※1向上を目指し、計画を策定
します。
委員会では今後、耐震化促進のための支援策や普及啓発について検討、
来年３月に計画を公表する予定です。

※１　耐震化率＝耐震性のある住宅（新耐震化基準を満たす、昭和57年以降に建設され

た住宅、または耐震改修を行った住宅）÷住宅総数×100

歌やコントに大喝采

７月21日、ラピア鹿島で御供田幸子ショーが開催
され、人情芝居や舞踊の華やかなステージを約450
人の観客が楽しみました。
人気の「ばあちゃんコント」では、石川弁でのや
りとりにほぼ満員の客席は大爆笑。他にもゲストの
小山茂樹さんによる歌謡ショーなど多彩なプログラ
ムで、会場は大いに盛り上がりました。

いざという時に備えて

７月18日、鹿西中学校で地震が起きたことを想定
した避難訓練が行われ、先生、生徒の一人ひとりが
本番さながらに真剣に取り組んでいました。
第２消防団鹿西分団のみなさんも参加して行われ
た今回の訓練では、放水訓練やＡＥＤの使い方を学
ぶなど、実技の指導を受けていました。非常時も落
ち着いて行動できるよう、訓練を積み重ねましょう。

入口恵美子さん（川田）

お問い合わせ
中能登町農林課（鹿島庁舎）　℡76-2434

 進めよう食育・地産地消

●頑張っています　生産者

土作りに気を付け、20年程前から作り続け

ています。

比較的簡単に栽培できますので、若いみなさ

んにどんどん栽培にチャレンジしていただきた

いです。

作業をする生産者グループ
（久乃木地内）
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夏
の
生
活

日
差
し
が
ま
ぶ
し
さ
を
増
し
、い
よ
い
よ
夏
本
番
と
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
大
人
よ
り
体
温
が
高
め
で
す
。
汗
を
か
い
た
ら
直

ぐ
に
拭
い
た
り
、
衣
服
を
こ
ま
め
に
取
り
替
え
る
な
ど
、
汗
で
冷
え

た
体
で
い
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
気
を
つ
け
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
乳
幼
児
は
体
温
調
節
が
未
熟
な
の
で
室
内
と
外
と
の
温
度

差
が
大
き
く
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
、
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
も
上
手

に
使
い
た
い
で
す
ね
。

暑
い
夏
も
イ
ラ
イ
ラ
や
ス
ト
レ
ス
を
溜
め
込
ま
ず
、
気
分
転
換
に

子
育
て
支
援
室
を
訪
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？
夏
な
ら
で
は
の
遊
び
に
触

れ
ら
れ
る
か
も
…

●
８
月
の
行
事

21
日赤

ち
ゃ
ん
体
操

と
り
や
の
の
保
育
園

な
か
よ
し
し
広
場

さ
く
ら
保
育
園

す
く
す
く
相
談

つ
く
し
保
育
園

22
日の

び
の
び
サ
ー
ク
ル

あ
お
ば
保
育
園

23
日授

乳
に
つ
い
て

お
っ
ぱ
い
＆
ミ
ル
ク

と
り
や
の
の
保
育
園

28
日お

食
事
会

と
り
や
の
の
保
育
園

●
９
月
の
行
事

１
日人

形
劇
観
賞

ラ
ピ
ア
鹿
島

４
日手

遊
び
の
会

と
り
や
の
の
保
育
園

５
日の

び
の
び
サ
ー
ク
ル

あ
お
ば
保
育
園

11
日お

便
り
の
会

と
り
や
の
の
保
育
園

す
く
す
く
相
談

こ
す
も
す
保
育
園

な
か
よ
し
し
広
場

つ
く
し
保
育
園

12
日な

か
よ
し
広
場

あ
お
ば
保
育
園

●ミニ講演会

噛む食生活を
取り戻そう

●日時・場所

８月22日（水）
午前10時30分～
あおば保育園

※０～３歳児の親子対象です。離
乳食の事など、食についての座談
会です。お気軽においでください。

７月９日、さくら保育園の
温水プールで、ベビースイミ
ングが行われ、０～２歳児の
親子20組が参加し、スキンシ
ップをかねて一足早く水遊び
を楽しみました。

７月６日、たんぽぽ保育園
の七夕の集いに、子育て支援
の親子も参加しました。
お願い事、お星さまにとど
いたかナー！

水遊びで
スキンシップ
水遊びで
スキンシップ

願い事が
叶いますように
願い事が
叶いますように

水遊びで
スキンシップ
水遊びで
スキンシップ

願い事が
叶いますように
願い事が
叶いますように

24時
間、隣にいます。

マタニティマークとは…
妊娠中、特に初期は赤ちゃんの成長はもちろん、お母さんの健康を維持するためのとても大切な時
期です。しかし、外見からは妊婦であるかどうか判断しにくかったり、つらい症状がある場合もあり
ます。
そこで、妊産婦さんへの思いやりをマークにしたものが「マタニティマーク」です。
このマークは厚生労働省から妊産婦さんに優しい環境づくりの一貫として発表されました。
外出先や職場などでマタニティマークを付けている女性（妊産婦さん）はもちろん、子育て期間中
のお母さんを見かけたら、みなさんの思いやりある気遣いをお願いします。

未来のお母さんと赤ちゃんを優しさで
サポートしましょう
多くのお母さんたちは、子育て期間中に孤独感や負担感を訴えています。
子育てに優しい社会環境を築くために、みなさん一人ひとりの理解と協力
が必要です。



■
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童

扶
養
手
当
現
況
届
に
つ
い
て

●
児
童
扶
養
手
当
制
度

支
給
対
象
要
件

・
父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い

児
童
を
監
護
し
て
い
る
母
、
ま
た
は

母
に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い

る
人
に
、
児
童
が
18
歳
に
な
る
年
度

末
（
児
童
に
障
害
が
あ
る
場
合
は
、

児
童
が
20
歳
未
満
）
ま
で
支
給
。

・
未
婚
の
母
で
、
18
歳
未
満
の
児
童

を
監
護
・
養
育
し
て
い
る
方

・
父
が
重
度
の
身
体
障
害
者
と
な
り
、

18
歳
未
満
の
児
童
を
監
護
・
養
育
し

て
い
る
方

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

次
の
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

・
遺
族
補
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
場
合

・
母
子
家
庭
で
な
く
な
っ
た
場
合

※
資
格
喪
失
届
が
必
要
で
す
。
届
け

を
出
さ
ず
に
受
給
さ
れ
た
手
当
て
は
、

全
額
返
納
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
現
況
届
が
２
年
間
未
提
出
の
場
合

●
特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度

支
給
対
象
要
件

・
心
身
に
一
定
の
障
害
を
も
つ
20
歳

未
満
の
児
童
を
監
護
す
る
父
母
、
ま

た
は
父
母
に
代
わ
り
同
居
し
て
養
育

監
護
し
、
か
つ
生
計
を
維
持
す
る
方

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

●
現
況
届
の
提
出

児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当

引
き
続
き
手
当
て
を
受
給
す
る
要

件
が
あ
る
か
を
確
認
す
る
た
め
、
現

況
届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
、
届
出
を
し

な
い
と
８
月
以
降
の
支
給
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
２
年
間
続
け

て
提
出
し
な
か
っ
た
場
合
、
受
給
資

格
が
な
く
な
り
ま
す
。

受
付
期
間

８
月
31
日
（
金
）
ま
で

※
該
当
者
に
は
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
福
祉
課
保
育
担
当

（
鹿
西
庁
舎
）

℡
７
２
―

３
１
３
４

■
地
籍
調
査
の
後
山
Ⅲ
地
区

登
記
完
了

平
成
18
年
に
地
籍
調
査
事
業
を
実

施
し
た
後
山
Ⅲ
の
登
記
事
務
が
完
了

し
ま
し
た
。

ご
注
意

地
籍
調
査
完
了
後
、
土
地
の
登
記

済
証
の
発
行
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
監
理
課
（
鹿
島
庁
舎
）

℡
７
６
―

２
４
３
２

■
戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の

み
な
さ
ま
へ

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族

で
、平
成
17
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、

公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受
け

る
方
が
い
な
い
場
合
に
、
特
別
弔
慰

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
福
祉
課
（
鹿
西
庁
舎
）

℡
７
２
―

３
１
３
５

8
月

町
営
住
宅
入
居
者
募
集
状
況

住
宅
名
　
戸
数
　
空
き
状
況

黒
氏
住
宅
　
12
戸
　
空
き
室
な
し

末
坂
住
宅
　
８
戸
　
空
き
室
な
し

末
坂
第
２
住
宅

12
戸
　
空
き
室
な
し

コ
ー
ポ
と
り
や

60
戸
　
空
き
室
な
し

春
木
住
宅
　
12
戸
　
空
き
室
な
し

川
田
住
宅
　
10
戸
　
空
き
室
な
し

芹
川
住
宅
　
15
戸
　
空
き
室
な
し

久
江
住
宅
　
15
戸
　
空
き
室
な
し

金
丸
住
宅
　
12
戸
　
空
き
室
な
し

墓
地
公
苑

使
用
者
募
集
（
随
時
受
付
中
）

名
　
称
　

型
㎡
　
永
代
募
集

使
用
料

区
画

文
崎
墓
地
　
Ａ
4.96

26
万
円
　
28

〃

Ｂ
7.45

39
万
円
　
２

墓
地
公
苑
　
Ｃ
5.00

25
万
円
　
77

「
と
り
や
」

墓
地
公
苑
　
Ｄ
4.00

20
万
円
　
124

「
に
の
み
や
」

〃

Ｅ
5.00

25
万
円
　
55

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
監
理
課
（
鹿
島
庁
舎
）

℡
７
６
―

１
２
３
４

15
2007.08

■
お
気
軽
に
ど
う
ぞ

福
祉
に
関
す
る
心
配
ご
と
相
談

日
時
・
場
所

８
月
20
日
（
月
）

午
後
２
時
〜
４
時

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
身
障
者
室

鹿
島
庁
舎
１
階
相
談
室

鹿
西
庁
舎
２
階
相
談
室

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
社
会
福
祉
協
議
会

℡
７
２
―

４
１
２
３

■
困
り
事
お
聞
き
し
ま
す

行
政
・
人
権
く
ら
し
の
相
談

日
時
・
場
所

８
月
27
日
（
月
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

鹿
西
庁
舎
２
階
２
０
１
会
議
室

９
月
18
日
（
火
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
身
障
者
室

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
福
祉
課
（
鹿
西
庁
舎
）

℡
７
２
―

３
１
３
５

■
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す

結
婚
相
談

日
時
・
場
所

８
月
22
日
（
水
）

午
後
７
時
〜
９
時

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
身
障
者
室

９
月
５
日
（
水
）

午
後
７
時
〜
９
時

鹿
西
庁
舎
２
階
集
会
室

９
月
10
日
（
月
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

鹿
島
庁
舎
１
階
相
談
室

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
企
画
課
（
鳥
屋
庁
舎
）

℡
７
４
―

２
８
０
６

■
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
…

ひ
と
り
親
家
庭
相
談

日
時
・
場
所

９
月
11
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

鹿
西
庁
舎
２
階
相
談
室

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
福
祉
課
保
育
担
当

（
鹿
西
庁
舎
）

℡
７
２
―

３
１
３
４

■
お
気
軽
に
ご
利
用
を

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

日
時
・
場
所

９
月
８
日
（
土
）

午
後
１
時
〜
４
時

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室

お
問
い
合
わ
せ

石
川
県
司
法
書
士
会
　
松
田

℡
５
３
―

１
６
９
３

■
一
人
で
悩
ま
ず
に

七
尾
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

日
時
・
場
所

８
月
23
、
30
日
　
９
月
６
、
13
日

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

七
尾
駅
前
パ
ト
リ
ア
５
階

相
談
料

30
分
５，

０
０
０
円
（
要
予
約
）

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

金
沢
弁
護
士
会

℡
０
７
６
―

２
２
１
―

０
２
４
２

■
い
じ
め
等
の
相
談
を
受
付

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

児
童
・
生
徒
の
み
な
さ
ん
へ

学
校
で
友
達
か
ら
い
じ
め
を
受
け

て
学
校
に
行
き
た
く
な
い
、
で
も
先

生
や
親
に
は
言
え
な
い
…
と
い
う
時

は
、
私
た
ち
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
、
ま
た
は
法
務
局

の
職
員
が
お
話
を
聞
い
て
、
ど
う
し

た
ら
い
い
か
一
緒
に
考
え
ま
す
。

相
談
は
無
料
、秘
密
も
守
り
ま
す
。

電
話
番
号

０
１
２
０
―

０
０
７
―

１
１
０

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

受
付
時
間

９
月
17
〜
21
日

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

９
月
22
、
23
日

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

14
2007.08

役場へのお問い合わせは
鳥屋庁舎
総務課 ℡74－1234
財政担当 ℡74－2802
窓口サービス担当 ℡74－2805
企画課 ℡74－2806
情報担当 ℡74－2804
地域振興担当 ℡74－2803
税務課 ℡74－2807
会計課 ℡74－2809
議会事務局 ℡74－2808

鹿島庁舎
監理課 ℡76－1234
地籍担当 ℡76－2432
窓口サービス担当 ℡76－2433
土木建設課 ℡76－2435
農林課 ℡76－2434
商工観光課 ℡76－2431
上下水道課 ℡76－2436

鹿西庁舎
住民課 ℡72－3131
窓口サービス担当 ℡72－3132
保健環境課 ℡72－3129
福祉課 ℡72－3135
保育担当 ℡72－3134
介護担当 ℡72－3133
教育文化課 ℡72－3920
統合中学校担当 ℡72－3923
文化財担当 ℡72－3914
生涯学習課 ℡72－3921
スポーツ担当 ℡72－3922

日時

9月15日(土）午前11時～
会場

スポーツセンターろくせい
※今年は１会場で開催いたします。

対象者

昭和８年４月１日以前に生まれた方

（平成19年度中に75歳になられる方）

お問い合わせ

中能登町生涯学習課（鹿西庁舎）

℡72－3921

金婚を迎えられたご夫婦に
記念品を贈呈

町内に住所を有し、昭和32年４月か

ら昭和33年３月までの間にご結婚され

て、今年度中に結婚50周年（金婚）を

迎えられるご夫婦に、長寿と末永いお

幸せを願って記念品を贈呈します。

希望される方は、８月27日（月）ま

でに各庁舎窓口サービスで申請してく

ださい。※印鑑が必要です。

お問い合わせ

中能登町福祉課（鹿西庁舎）

℡72－3135



※
締
め
切
り
は
９
月
３
日
（
月
）

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
福
祉
課
（
鹿
西
庁
舎
）

℡
７
２
―

３
１
３
５

■
原
爆
展

「
市
民
が
描
い
た
原
爆
の
絵
」

日
時
・
場
所

８
月
８
日
〜
22
日

午
前
９
時
よ
り
午
後
５
時
ま
で

ふ
る
さ
と
創
修
館

※
入
場
無
料（
毎
週
火
曜
日
は
休
館
）

■
聞
き
ご
た
え
の
あ
る
演
奏

「
ピ
ア
ノ
に
あ
え
る
日
」

日
時
・
場
所

８
月
26
日
（
日
）
午
後
１
時
〜

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
飛
翔

※
入
場
無
料

■
石
川
県
障
害
者
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時
・
場
所

９
月
２
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

石
川
県
産
業
展
示
館
４
号
館

内
容障

害
者
の
絵
画
等
作
品
展
示
、
音

楽
演
奏
、
模
擬
店
等

※
入
場
無
料

17
2007.08

■
県
産
木
材
使
用
住
宅
に

補
助
し
ま
す

県
で
は
、
県
内
の
森
林
か
ら
伐
採

さ
れ
た
木
材
を
活
用
し
た
住
宅
建
築

を
進
め
る
た
め
、
県
産
木
材
を
使
用

し
て
住
宅
を
新
築
、
ま
た
は
新
築
住

宅
を
購
入
す
る
方
に
補
助
し
ま
す
。

申
込
期
限

平
成
20
年
３
月
５
日
ま
で

応
募
・
お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
農
林
総
合
事
務
所
森
林
部

℡
５
２
―

６
６
０
０

■
鹿
南
福
祉
会
鹿
寿
苑

臨
時
職
員
募
集

採
用
職
種
お
よ
び
人
員

給
食
調
理
員
　
若
干
名

応
募
資
格

40
歳
以
上
で
通
勤
可
能
な
方
、
調

理
す
る
こ
と
が
好
き
な
方
。
※
交
代

制
勤
務
あ
り

募
集
期
間

９
月
10
日
（
月
）
ま
で

※
先
着
順
で
応
募
者
と
面
談
の
う
え
、

決
定
次
第
募
集
を
締
め
切
り
ま
す

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

鹿
寿
苑
管
理
課

℡
７
２
―

２
６
０
０

■
誇
り
と
や
り
が
い
が
あ
り

ま
す
自
衛
官
募
集

募
集
種
目
お
よ
び
受
験
資
格

①
防
衛
大
（
推
薦
）

②
防
衛
大
（
一
般
）

③
防
衛
医
大
学
生

高
卒（
見
込
含
）21
歳
未
満
の
男
女

④
看
護
学
生

高
卒（
見
込
含
）24
歳
未
満
の
男
女

受
付①

は
９
月
５
〜
７
日

②
、
③
、
④
は
９
月
７
〜
28
日

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
石
川
地
方
協
力
本
部
七
尾
出
張
所

℡
５
３
―

１
６
９
１

■
健
康
づ
く
り
、
病
気
予
防

に
関
す
る
標
語
募
集

募
集
期
間

９
月
１
日
〜
10
月
10
日

応
募
方
法

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
な
ど
を

記
入
し
、
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

応
募
先
・
お
問
い
合
わ
せ

〒
９
２
０-
０
９
６
８

金
沢
市
幸
町
12
―

１

県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会

℡
０
７
６
―

２
６
１
―

５
１
９
５

■
手
話
奉
仕
員
入
門
課
程

講
座
（
初
心
者
対
象
）

期
間
・
場
所

10
月
５
日
〜
２
月
29
日
　
全
18
回

午
後
７
時
〜
９
時
ま
で

七
尾
サ
ン
ラ
イ
フ
プ
ラ
ザ

参
加
費

１，

２
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

16
2007.08

消費生活
相談

コーナー

消費生活
相談

コーナー

多重債務の解決方法

お問い合わせ 中能登町商工観光課（鹿島庁舎）℡76－2431

国民のみなさんに裁判員として刑事

裁判に参加してもらい、被告人が有罪

かどうか、有罪の場合どのような刑に

するかを裁判官と一緒に決めてもら

う、裁判員制度が平成21年５月までの

間にスタートします。

広報用映画の貸し出

しや制度についての講

師派遣も行っています

ので、ご連絡ください。

貸し出し申し込み

お問い合わせ

金沢地方裁判所

七尾支部庶務課　℡52－3135

能登半島地震により被災した家屋（住宅、納屋

等）を解体した際のごみの搬入については、七鹿

広域圏埋立処分場に無料で受け入れていましたが、

受け入れは11月末日で終了させていただきます。

対象

一部損壊以上の罹災証明書を受けた家屋のみ。

お申し込み

搬入される場合は、申し込みが必要です。９月

末日までに保健環境課（鹿西庁舎 ℡72－3129）

へお申込みください。印鑑と罹災証明書、写真が

必要です。

※搬入できる日は月ごとに町が指定した日のみです。

※家財等の可燃ごみ、埋立ごみについても、震災

での無料扱いは11月末で終了させていただきます。

対象期間・助成金額

平成20年３月31日往復搭乗分まで

１人あたり3,000円（事前に申請が必要です）

お問い合わせ

能登空港利用促進同盟会　℡0768－26－2366

契約書面を受け取った日から、８日間以

内に書面で通知をしてください（いわゆる

マルチ商法・内職商法は20日間）。ハガキ

を両面コピーして、多少の費用がかかって

も、消費者と業者との間で書面を「送った」

「受け取っていない」といった紛争を避け

るため証拠の残る簡易書留または配達記録

郵便にします。

クレジット契約があるときは、クレジッ

ト会社にも同様にハガキで通知します。

※店舗へ出向いての契約や通信販売などは

対象外です。クーリング・オフの対象とな

らない商品もありますのでご相談ください。

訪問販売などで契約した場合、一定期間内であれば無条件で解除、もしくは、

申し込みの撤回ができる「クーリング・オフ」（英語で「頭を冷やす」という意

味）という制度があります。

９月11日は警察相談の日
困りごと相談承ります。お気軽
にご相談ください。
●警察安全相談専用電話
・プッシュ回線・携帯電話からは…

＃9110
・ダイヤル式は…

076－225－9110



消
防
士
さ
ん
の
仕
事
を
体
験
！

19
2007.08

18
2007.08

○
ご
寄
付

○
納
税
の
お
知
ら
せ

○
日
曜
・
祝
日
当
番
医

○
今
月
の
し
尿
汲
取
り

○
ご
寄
付

○
納
税
の
お
知
ら
せ

○
日
曜
・
祝
日
当
番
医

○
今
月
の
し
尿
汲
取
り

○
ご
寄
付

○
納
税
の
お
知
ら
せ

○
日
曜
・
祝
日
当
番
医

○
今
月
の
し
尿
汲
取
り

○
ご
寄
付

○
納
税
の
お
知
ら
せ

○
日
曜
・
祝
日
当
番
医

○
今
月
の
し
尿
汲
取
り

た
か
さ
ご
や

夫
に
な
る
人
　
　

妻
に
な
る
人
　
住
所

安
達
　
幸
史

吉
田
真
理
子
　（
能
登
部
下
）

永
瀬
　
康
士

室
屋
　
　
愛
　（
能
登
部
下
）

河
原
　
重
幸

河
原
　
彩
子
　（
黒
　
氏
）

木
野
下
博
一

山
下
　
定
子
　（
黒
　
氏
）

上
野
　
幸
治

池
田
紀
美
代
　（
二
　
宮
）

櫻
井
　
真
一

藤
井
　
直
美
　（
芹
　
川
）

明
地
友
由
起

清
水
　
瑞
枝
　（
井
　
田
）

中
橋
　
義
兼

北
橋
　
裕
子
　（
井
　
田
）

室
屋
　
裕
樹

瀬
　
千
春
　（
良
　
川
）

宮
島
　
文
也

増
田
美
代
子
　（
金
　
丸
）

木
下
　
慎
司

永
井
　
幸
代
　（
徳
　
前
）

お
め
で
た

氏
名
　
　
　
　
　
　
　
　
届
出
人
　
住
所

袋
　
井
　
南な

那な

惣
平
　
（
芹
　
川
）

松
　
本
　
　
　
彩あ
や

幸
雄
　
（
福
　
田
）

中
　
田
　
聡さ
と

音ね

敦
　
　
（
金
　
丸
）

甲
　
田
　
彩さ

智ち

秀
樹
　
（
能
登
部
下
）

窪
　
　
　
　
　
環
た
ま
き

肇
　
　
（
東
馬
場
）

宿
　
谷
　
健け
ん

介す
け

明
史
　
（
良
　
川
）

岡
　
田
　
夏な
つ

実み

亮
一
　
（
二
宮
あ
お
ば
台

）

青
　
木
　
颯そ
う

舞ま

崇
浩
　
（
良
　
川
）

池
　
田
　
剛た
け

琉る

知
寛
　
（
徳
　
丸
）

島
　
田
　
和あ

い

輝き

直
之
　
（
二
宮
あ
お
ば
台

）

石
　
川
　
晃こ
う

雅が

優
喜
　
（
春
　
木
）

坂
　
井
　
栄え
い

寿じ
ゅ

亮
太
　
（
良
　
川
）

胡
　
摩
　
結ゆ

月づ
き

浩
志
　
（
新
　
庄
）

中
　
村
　
朋と
も

香か

陽
一
　
（
金
　
丸
）

お
く
や
み

氏
　
名
　
　
　
　
　
　
　
年
齢
　
　
住
所

畠
　
山
　
義
　
夫
　
　
69
歳
　
（
小
田
中
）

島
　
　
　
次
三
郎
　
　
96
歳
　
（
小
田
中
）

瀬
　
口
　
那
　
海
　
　
０
歳
　
（
川
　
田
）

松
　
井
　
百
合
子
　
　
92
歳
　
（
高
　
畠
）

柳
　
み
　

92
歳
　
（
久
　
江
）

谷
　
口
　
喜
美
子
　
　
73
歳
　
（
久
　
江
）

小
　
林
　
幸
　
夫
　
　
57
歳
　
（
良
　
川
）

雁
　
行
　
明
　
夫
　
　
58
歳
　
（
芹
　
川
）

近
　
江
　
衞
　
門
　
　
86
歳
　
（
能
登
部
下
）

黒
　
氏
　
益
太
郎
　
　
55
歳
　
（
能
登
部
下
）

岡
　
島
　
一
　
男
　
　
81
歳
　
（
一
　
青
）

社
会
福
祉
資
金
と
し
て

諏
訪
　
　
勝
さ
ん
（
能
登
部
上
）
よ
り
10
万
円

近
江
　
保
典
さ
ん
（
能
登
部
下
）
よ
り
20
万
円

ご
厚
志
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

町
・
県
民
税
　
　
　
第
２
期

国
民
健
康
保
険
税
　
第
５
期

介
護
保
険
料
　
　
　
第
５
期

納
期
限
　
８
月
31
日
（
金
）

上
下
水
道
料
　
７
月
使
用
分

納
　
期
　
８
月
27
日
（
月
）

町
税
の
納
付
の
相
談
は
…

中
能
登
町
税
務
課
（
鳥
屋
庁
舎
）

℡
７
４
―

２
８
０
７

当
番
医
　
　（
診
療
時
間
午
前
９
時
〜
正
午
）

８
月
19
日
　
安
田
医
院

26
日
　
毛
利
医
院

９
月
２
日
　
鍛
治
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

９
日
　
今
井
医
院

16
日
　
藤
田
医
院

17
日
　
安
田
医
院

小
児
当
番
医
（
診
療
時
間
午
前
９
時
〜
正
午
）

８
月
19
日
　
や
ま
ざ
き
ク
リ
ニ
ッ
ク

26
日
　
公
立
能
登
総
合
病
院

９
月
２
日
　
国
立
七
尾
病
院

９
日
　
や
ま
ざ
き
ク
リ
ニ
ッ
ク

16
日
　
桜
井
小
児
科
医
院

17
日
　
公
立
能
登
総
合
病
院

お
問
い
合
わ
せ

㈱
環
境
日
本
海
サ
ー
ビ
ス

℡
５
３
―

０
４
３
７

●
鳥
屋
地
区

８
月
20
日
〜
９
月
２
日

黒
氏
・
一
青
・
黒
氏
新
町
・
良
川

９
月
３
日
〜
５
日

廿
九
日
・
川
田
・
新
庄
・
羽
坂

９
月
６
日
〜
９
日

大
槻
・
春
木
・
瀬
戸
・
花
見
月

９
月
10
日
〜
19
日

末
坂
・
深
沢

●
鹿
島
地
区

８
月
14
日
〜
19
日

尾
崎
・
水
白
・
久
江
・
小
田
中

８
月
20
日
〜
９
月
２
日

福
田
・
藤
井
・
高
畠
・
小
金
森
・
曽
祢

９
月
３
日

在
江
・
坪
川
・
西
・
久
乃
木

９
月
４
日
〜
９
日

武
部
・
二
宮
・
徳
前
・
浅
井
・
芹
川

９
月
10
日
〜
12
日

井
田
・
小
竹
・
最
勝
講
・
東
馬
場

９
月
13
日
〜
19
日

尾
崎
・
水
白
・
久
江
・
小
田
中

●
鹿
西
地
区

８
月
10
日
〜
22
日

西
馬
場
・
能
登
部
上
・
縄
手
・
徳
丸

８
月
23
日
〜
28
日

能
登
部
下
・
上
後
山
・
下
後
山

８
月
29
日
〜
９
月
９
日

金
丸

鹿島
図書館

鳥屋
図書館

鹿西
図書館

鹿島
図書館

鳥屋
図書館

鹿西
図書館 中

能
登
消
防
署
だ
よ
り

○
ご
寄
付

○
納
税
の
お
知
ら
せ

○
日
曜
・
祝
日
当
番
医

○
今
月
の
し
尿
汲
取
り

○
ご
寄
付

○
納
税
の
お
知
ら
せ

○
日
曜
・
祝
日
当
番
医

○
今
月
の
し
尿
汲
取
り

７
月
１
日
〜
７
月
31
日
　
受
付
分

お
断
り

こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
載
は
、
当
町
に
住
所
を
有
す

る
方
が
当
町
で
届
出
を
し
、
掲
載
希
望
が
あ
る
方
の
み

と
し
ま
す
。
他
市
町
村
で
届
出
さ
れ
、
掲
載
を
希
望
す

る
場
合
は
、
住
民
課
（
℡
７
２
―
３
１
３
１
）
ま
で
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

平成19年
８月１日現在

人口
19,872人（－4）

男
9,555人（－4）

女
10,317人（±0）

世帯数
6,297世帯（＋4）

※（ ）内は前月比

消
防
士
さ
ん
の
仕
事
を
体
験
！

先
日
、
消
防
の
仕
事
を
体
験
し
よ
う
と
、
鳥
屋
、
鹿
島
、
鹿
西
中
学
校
の
生
徒
、

男
子
14
人
と
女
子
３
人
が
中
能
登
消
防
署
を
訪
れ
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、
救
助
訓
練
や
放
水
訓
練
な
ど
の
体
験
や
普
通
救
命
講
習
の
受
講
な

ど
、
５
日
間
に
わ
た
り
い
ろ
い
ろ
な
消
防
の
仕
事
を
体
験
し
ま
し
た
。

慣
れ
な
い
訓
練
の
連
続
で
、
驚
き
や
戸
惑
い
も
あ
っ
た
よ
う
で
し
た
が
、
励
ま
し

合
い
な
が
ら
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
よ
く
最
後
ま
で
が
ん
ば
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
会

に
消
防
へ
の
興
味
と
関
心
を
深
め
、
ま
た
、
将
来
の
夢
や
希
望
を
抱
く
き
っ
か
け
に

な
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

災
害
に
関
す
る
情
報
や
、
防
火
に
つ
い
て
の

ご
相
談
・
各
種
講
習
会
の
お
問
い
合
わ
せ
は

中
能
登
消
防
署
　

７
６
―
０
１
１
９

《
七
尾
鹿
島
広
域
圏
事
務
組
合
》

簡単にできる工作や自由研究などの本を集めました。
＊あそびのレシピ
＊たのしいリサイクル工作
＊超かわいい!女の子の手作り自由工作BOOK
＊はじめてのこうさくあそび
ほかにも、楽しい実験レシピがたくさん載っている
｢理科のマジック｣などの本があります。

＊「気づき」の幸せ 【木村藤子】
＊ご飯を大盛りにするオバチャンの
店は必ず繁盛する 【島田紳助】
＊泣かない女はいない 【長嶋　有】
＊明智左馬助の恋 【加藤　広】

＊ハチミツとクローバー　＊ダ・ヴィンチ・コード
＊ディパーテッド　　　　＊夜のピクニック
＊えいごであそぼ
＊ピカチュウのなつまつり　他

鹿島
図書館

鳥屋
図書館

鹿西
図書館

鹿島
図書館

鳥屋
図書館

鹿西
図書館

地上高７メートルでのロープ渡過訓練

ＡＥＤを使った心肺蘇生法の訓練

お知らせ　８月19日(土)は、町祭のため鹿島図書館は閉館します。
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築山あかりちゃん（８か月）
武志さん、貴子さんご夫婦の長女

（春木）

あかりの笑顔はみんなを幸
せな気持ちにしてくれるよ！
産まれてきてくれてありが
とう

今年も７月の下旬から、国指定史
跡石動山に咲く、町の花「石動山ゆ
り」が可憐に花をつけ、町外からも
たくさんの人が石動山に訪れていま
した。
石動山ゆりの学名は「ヤマユリ」

で、中世の頃、天平寺の修験者が越

後から持ち帰ったのが始まりと伝
えられ、これが野生化したと考え
られています。
今はバイオ技術によって増殖さ
れていますが、綺麗でも球根の盗
掘などはやめましょう。

四百四病に効くといわれるイワシガ池の霊水


